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楽 しか った 阜 い 第 5回 統 合 !
歌あり、踊りあり、ゲームありの楽しい雰囲気、揺り尽 くせぬ幼馴染と

第 5回東京 ・石中会総会が、9月 9日 (土)有楽町 。ニュ
ー トーキョーにて開催されました。

男性21名、女性12名、計33名が出席されました。初参加

の方も多くおりました。秋月会長の開会の挨拶があり、

早川さんの乾杯の音頭で歓談が始まりました。各テーブル

には同期生、先輩、後輩が思い思いに集まり、近況報告や

ふるさとの思い出話に花が咲いていました。

今回は、楽しい超向で、 3回生秋保光子さんの日本舞踊

が披露され、やんやの喝采となりました。

恒例の石中校歌が流れ、全員懐かしく斉唱し、同期生の

国い絆を感じたひと時で、皆さん、笑顔で来年の再会を約

束していました。
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オ在・万ヤで課タト装業!
西条 修氏 (12回生)海洋建築を語る

平成18年11月22日、母校石中における第 2回 目の 「課外

授業」が昨年に引き続き実施された。講師は東京石中会理事

であり、日本大学理工学部教授の西係修氏で、講演題目は
「海を拓く」である。今年は石中創立60周年目にあたり、届

年記念行事の一環として西條氏の講演を 「教育講演会」の第
一部 「基調闇演出として位置付けたようである。22日当日は、

前日までの氷雨が嘘のように晴れわたり、小春日和の好天に

恵まれた。年後 1時 30分からの講演は、体育館に311名の金

校生徒と木村民男校長をはじめとする全教職員、そして東京

石中会から駆けつけた5人の理事と在石の5・9。12回生10人

ほどの聴衆の前で行われた。講師の西條修氏は、石中 (12回

生)、 石高、日大理工学部 (建築専攻)ハ ワイ大学大学院海

洋工学部で学ばれ、現在は日大理工学部海洋建築工学科で現

役の教授である。これまで海洋建築専門家として学会の委員

長など数多く歴任されている。

眼下に見下ろす太平洋に憤れ親しんでいる石中生にとって、

演題 「海を拓く」は身近な問題として捉えやすく、近未来に

夢を広げる適切なテーマだつたと考える。講演内容は、「狭

臨な国土しかない海洋国日本は、国土延長として海に目を向

けよう」といろいろな事例で、プレゼンテーション画像を使

つて語りかけた。後半は、巨大プロジェク トの リ ガフロー

ト (海上飛行場)」 計画の貴曇な映像で締めくくった。生徒

にとつては、身近に海と接してはいるが、石巻の海にはない

ような想像をはるかに超える巨大な海洋構造物を、現実の物

として提えるきつかけになったのではないだろうか。二人の

生徒からの質問があり、最後に生徒会長のお礼の言葉と花東

贈呈で無事終了した。この生徒の中から何人かの第 2の西係

氏が誕生することを期待したい。

教育講演会終了後校長室に戻り、この後予定されている第

2部の分科会を受け持つ地元の社会人講師さん達と小時間歓

談し、石中を後にした。玄関を出ると、きつきまでの小春日

和が冬将軍の到来を思わせる冷たい強風に変わつていた。

(追筆)今 学校では、教科科目の学習の他に、「総合的学

習の時間」が設定され、今回のような教育謡演会が企画され

るようになつた。また、第2部の分科会では、 「最近の住宅

事情と高齢者支援」 ・「資源のリサイクルを通して」・「広

告活動を通して見る街づくり」など9テ ーマに生徒が別れ、

地元の事業者(すべて石中同懇生有志)が講師として迎えられ

ていた。このようなことは昔はなかつたことで、東京石中会

としても母校に恩返しのできるよい機会として意を強くした。
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富懃へさレ懺簿ノロエ願すソスまつ崇けにおだついよ爵靭ヲ儀ヅ惣欝課ボ

川島痛子さん (8回生)二科康連鯨八 選 おめでとう!

川島篤子さん (旧姓三宅)は 、平成18年9月東京都美術館に

て開催された二科展 「写真部門」で見事入選されました。

「秋模様」というタイトルの素敵な作品ですが、カラーで紹

介できないのは残念です。平成19年度も作品 「冬椿」の入選

(奨励貫も受賞)の 通知があつたとのことです。川島さんは

現在、織布教室を開いて、生徒を指導するかたわら、長年の

趣味であるカメラは、セミプロ級の腕前という多芸の持ち主

です。素晴らしい感性と技量に敬服です。

見事な作品です。フルカラーでお見せできないのが残念です。

初参加の私の場含 9回 生 K・ t

郷里石巻を離れて何十年、度々帰郷することはあつても、生活

基盤はすつかりこちらの人。連れ合いがこちらの人なら、石巻

弁も忘れがち。食卓に出されたカツオの刺身を見ると、急にホ

ヤが食べたくなり、帰省の時にお袋が作つてくれたキチジの煮

付けが思い出される。そんな時、東京石中会の案内が来た。

唆 よ !東京 ・石中会だより」という新聞が入つていたので、

これは本物だなと直感し、思い切つて出席してみる。

夫婦とも12回 生の田崎です !

12回生の岡崎です。妻の好子 (旧姓・渡辺)も 12回生。

毎回 「東京 ・石中会だより」を楽しく拝見させて頂いてお

ります。前号の 「お牧山」の話や、 「石巻弁」の随想を読ん

で、子供の頃に見た故郷の風景や様々な思い出が目に浮かん

できました。

現在、コ ||で「うまいもん処 弁 慶」と言う食事処と仕出

しの店を営んでおります。ささやかで小さな店ですが、お近

くにお立ち寄りの際はぜひお立ち寄りください。

今度の東京 ・石中会の総会には、ぜひ参加したいと思つて

おります。12回生 岡 崎 国 男 ・好子
~      ~ 畷

  題 L

会時弁当
うまいもん島

同期の人は来てるかな。知つた顔の人は誰かいるかな。

会場に入つて、そんな不安はあつたが、あ～居る、居る。知

つた顔があちこちに。懐かしい石巻弁も、聞こえてくる。石

川啄木の 「訛り懐かし。・・」ではないが、心が和らいでく

る。その内、大きな顔をして会場をあちこち動き回る。

先輩、後輩なんてものではなく、隣近所のお兄さんお姉さん

違い親成、友達の妹、弟。まきに、今回の出席は、新間が切

つ掛けだつた。
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シ ジ ズ ● 故 郷 行 脚 ● そ の 2

難のよる里に魅了石 巻 を撮 る
私の妻が石巻生まれで石中の卒業生です。実家は山下の

時計屋で、私は両親へ挨拶に来たのが石巻に来た最初です。

子供が生まれてからは、孫をかわいがる両親のため年に2″

3度 10年くらい毎年石巻に来ていました。石巻では、老舗

の多く残る立町の商店衛を歩いて本屋で郷土の本を探した

り、おいしい店で食べたり、また日和山に登つて河日の造

船や漁港の賑わいを見たりと楽しい時を過ごしました。子

供も大きくなり石巻もしばらくご無沙汰していたのですが

両親が相次いで5,6年前に亡くなり、そのとき久しぶ りで、

実家を訪れました。町は昔より少し活気はなくなつている

ようでしたが、寓画館となるドームの建物が建設中で新し

い町づくりを進めているようでした。両親が亡くなりこの

まま石巻との線が薄くなるのがさびしい感じがしました。

湊町のあたりを散歩していると漁業の盛んだつた頃の光

景があちこちに見られました。ちょうどそのころ写真を始

めていて、そうだ、テーマにこの石巻を選んでみようと思

つたのです。いずれ新しい町づくりで変わるにしてもこの

港町の風情を写真に残したい、と考えました。この時から

年に1、2回石巻に写真を撮りに来ています。今までなんと

なく見ていた石巻も魅力がたくさんあります。岡田劇場は

健在で、この劇場に関わりのあつた芸人たちを描いた大き

な看板が目を引きます。寓画館は整備された河日とともに

石巻の新しいランドマークです。】四ゴ||が海に注ぐあたり

の川岸には古い船が残されていますが、散歩中の方たちと

出会います。尺八を吹いているところを写真に撮らしても

らつた楽しい出会いもあります。石巻との縁もまだまだ続

きそうです。 竹内敏恭 政 子 (13回生)

鞭 1ず
夕隅に映える石ノ森高画館をのでみ、ウミネヨ群れ飛ぶ北上川河畔の1枚

子ど

中瀬で岡田劇場をバックに、音日を偲ばせる1枚

漁船団が繁留する港町・石巻を象徴する1枚

日和山公園で。竹内夫妻、記念行脚の1枚
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